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防
災
訓
練
の
内
容

●
と　

き

　

８
月
29
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
こ
ろ（
サ
イ
レ
ン
は
午
前
９
時
）

　

※
避
難
訓
練
は
午
前
９
時
～
９
時
30
分

●
と
こ
ろ　

避
難
訓
練
は
、町
内
、集
落
ご
と（
別
表
参
照
）

●
被
害
想
定

　

�　

粟
島
沖
を
震
源
と
し
た
震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
。午
前
９
時
に
防
災
無
線
で
市
内

全
域
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
訓
練
内
容

　

⑴　

現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練（
各
地
区
ご
と
）

　

⑵　

住
民
避
難
訓
練

　
　
　

�

避
難
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
る
町
内
や
集
落
は
、区
長
、総
代
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
で
避
難
開
始
）

　

⑶　

救
助
訓
練
・
放
水
訓
練（
地
区
ご
と
に
実
施
内
容
が
異
な
り
ま
す
）

　
　
　

�

地
震
に
伴
う
火
災
を
想
定
。消
防
水
利
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
い
、建
物
に
取
り

残
さ
れ
た
住
民
を
救
助
。

　

⑷　

給
水
・
炊
き
出
し
訓
練（
一
部
会
場
の
み
）

　
　
　

�

水
道
、ガ
ス
、電
気
が
各
地
で
停
止
し
て
い
る
た
め
、炊
き
出
し
を
実
施
。

注意！

市内全域で防災訓練を行います！
８/29㈰

　市では、各町内・集落での避難訓練を中心とした防災訓練を市内全域で実
施します。
　訓練は、新潟地震と同規模の震度６弱の地震発生を想定のもと、全地区で
行います。
　「天災は忘れたころにやって来る」という教訓をもう一度思い出し、防災
訓練にご参加ください。

防
災
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　当日は、午前
９時から市内全
域でサイレンや
放送があります
ので、災害と間
違わないようご
注意ください
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防災情報を入手しましょう！

　防災（火災・地震など）・防犯（不

審者）情報を24時間、パソコン、携

帯電話へメール配信します。

▼アドレスはこちら（携帯可）
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml
カメラ付き携帯ならＱＲバーコー
ドで簡単にアクセス。
ｉ‐モードなら登録は簡単です。
メニュー/検索→タウン情報／行
政→新潟県→村上市

地区
現地本部

（◎地区メイン会場）
主な内容

神　林

防災ヘリ

◎神納中学校

（市全体の本部）

・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

・�村上市消防本部と村上総合病院DMAT（災害派遣医療チーム）に
よる連携救助訓練

・自衛隊および日赤奉仕団による炊き出し訓練

・県防災ヘリによる市内被害調査訓練

・ＮＴＴ災害伝言ダイヤル展示

・自衛隊車両や国土交通省車両、消防車両、防災用品の展示

村　上

村　上 村上小学校 ・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

岩　船 ◎岩船小学校
・住民避難訓練　・防災用品の展示、日赤奉仕団炊き出し訓練

・消防団による避難誘導、放水訓練
瀬　波 瀬波小学校 ・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

山辺里 山辺里小学校
・住民避難訓練　・消防団、住民による避難誘導、放水訓練

・日赤安全奉仕団による救急法講習
上海府 集落ごと ・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

荒　川 ◎荒川地区公民館
・住民避難、応急手当講習

・消防団による避難誘導、放水訓練　・炊き出し訓練

朝　日 ◎朝日多目的グラウンド

・住民避難訓練、初期消火訓練

・消防団による避難誘導、放水訓練

・総合情報ネットワーク告知端末安否確認訓練
山　北

防災ヘリ

◎さんぽく南小学校

・住民避難訓練、初期消火訓練　・消防団無線中継伝達訓練

・県防災ヘリによる着陸訓練　

・消防団による避難誘導、放水訓練

※地区ごとのメイン会場で現地災害対策本部を設置し、訓練を実施します

　各町内、集落によっては、当日、午前９時のサイレンを合図に避難訓練が予定
されているところがあります。区長、総代の指示に従ってご参加ください。

●問い合わせ

総務課防災係

☎53－2111（内線317）
または各支所地域振興課総務

防災係

山　北

自主防災組織を立ち上げましょう
　災害が発生したとき、１人では何もできなくても、地域の人たちが

協力すれば大きな力になります。市では、防災講座などを通じ、町

内、集落単位の自主防災会の設立を推進しています。

　町内によっては避難する際に高齢者や障がい者などの支援が必要

な世帯があります。災害時の町内の役割分担を事前に取り決め、向こ

う３軒両隣の助け合い精神で災害に備えましょう。

「いざ」というときのために
　皆さんは平成16年７月17日の水害を覚えてい
ますか。三面川が警戒水位を超え、大欠区でも避

難勧告が検討されるほどの大雨でした。

　当時、区長になったばかりの私が最も苦労した

のは、避難の際に助けが必要な世帯の把握。その

経験から自主防災会を立ち上げ、要援護世帯の把

握や防災用品の備蓄を行いました。

　あらかじめ要援護世帯を把握しているだけで

も、「いざ」というときに迅速に避難ができるで

しょう。皆さんの地域でも自主防災会を立ち上げ

てみませんか。

大欠自主防災会

会長

本間　五郎さん

（大欠区長）
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　９月１日㈬から、子どもの医療費助成事業の通院医療費の助成対象を小学６年生まで拡充します。（入院

については現行のままです）

　通院医療費助成の拡充に伴い、現在、助成対象者となっていない小学生の保護者の皆さんには通知します

ので、申請に必要なものを持って社会福祉課、または各支所地域福祉課で申請の手続きをしてください。

現　行

入院：小学校卒業まで

通院：�就学前まで（ただし、３人以上
の子を持つ保護者は、全員小学

校３年生まで）

９月診療分から

入院：小学校卒業まで
　　　（現行と同じ）
通院：小学校卒業まで

■申請に必要なもの

・お子さんの保険証　・印鑑

※�平成22年１月1日現在で村上市に住所がなかった人は、保護者（主に生計を支える人）の平成21年中の所
得が分かるもの（源泉徴収票など）

■助成内容

　子どもにかかる医療費で、保険診療による自己負担額のうち一部負担金（通院１回530円、入院１日1,200
円）を超える額を助成します。ただし、子ども医療で助成されるのは保険診療分のみです。保険がきかない

薬の容器代や文書料、差額室料、食事療養費、特定療養費などは対象となりません。

【外来（通院）の場合】 外来診療にかかった医療費 －
一部負担金

（１回530円）
＝ 助成額

※同一医療機関などに１か月以内で５回以上通院した場合は、５回目からの外来診療は無料です

【入院診療の場合】 入院診療にかかった医療費 －
一部負担金

（１日1,200円）
＝ 助成額

●受給者証が変更になる人
　児童手当に準じた所得により受給者証の制度が変わる人には、所得状況などを確認後、新しい受給者証を

８月下旬に郵送で送付します。

　平成22年１月１日以降、村上市に転入した人などは、受給者の所得が分かるものをご持参ください。

●問い合わせ　社会福祉課子ども福祉係　☎53－2111（内線246）

通院の子ども医療費助成を
小学６年生まで拡充します
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父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、父
ま
た
は
母
と

生
計
を
別
に
し
て
い
る
児
童
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、児
童
の
家
庭
の
生
計
安
定
と
自
立

の
促
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童（
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
の
児
童
、
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
20
歳
未

満
）の
母
、ま
た
は
児
童
を
監
護
し
、か
つ
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
父
、
ま
た
は
父
母
に
か

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

　

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　

③�

父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

児
童

　

④�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

　

⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄（
お
き
ざ
り
）さ
れ
て
い
る
児
童

　

⑥�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
（
刑
務
所
な
ど
に
入
所
）

さ
れ
て
い
る
児
童

◆
児
童
扶
養
手
当

◆
児
童
扶
養
手
当

　

⑦�

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児

童

　

⑧�

棄
児
（
お
き
ざ
り
に
さ
れ
た
子
）
な
ど
で

出
生
の
事
情
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

　

※�

該
当
し
て
い
て
も
、
公
的
年
金
を
受
け
ら

れ
る
場
合
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
本
人
ま
た
は
同
居
の
扶
養
義
務
者
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
手
当

の
一
部
ま
た
は
全
額
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
目
的
で
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　

①
耳
や
手
足
な
ど
、体
の
不
自
由
な
児
童

　

②�

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
程
度
の
病
気

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

に
か
か
っ
て
い
る
児
童

　

③�

知
的
発
達
・
精
神
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る

児
童

　

※�

該
当
し
て
い
て
も
、
児
童
が
障
が
い
を
理

由
に
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
や
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合
は
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
本
人
ま
た
は
同
居
の
扶
養
義
務
者
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
す
す
め
る
た
め
、ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父

や
母
、
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
児
童
、
障
が
い
の
あ

る
児
童
は
20
歳
未
満
）な
ど
の
医
療
費
の
一
部

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

●
助
成
対
象
者

　

①�
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
お

よ
び
そ
の
家
庭
の
児
童

　

②�

父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

家
庭
の
児
童
お
よ
び
そ
の
父
ま
た
は
母

　

③�

父
母
が
死
亡
、
ま
た
は
①
、
②
に
該
当
す

る
児
童
で
、
父
母
に
養
育
さ
れ
な
い
児
童

と
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
人

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　

の
医
療
費
助
成

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　

の
医
療
費
助
成

　

※�

所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

８
月
は
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
、「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」を
提
出
す
る
月

で
す
。
こ
の
届
け
は
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
が
、引

き
続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

提
出
を
し
な
い
と
、資
格
が
あ
っ
て
も
８
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。ま

た
、２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
を
失
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成
を
受
け

て
い
る
人
は
、「
更
新
申
請
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

・�

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
助
成
⋮
社
会
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
６
）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
⋮
障
害
福
祉
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
５
）

現
況
届
・
所
得
状
況
届

の
提
出
は
お
早
め
に

現
況
届
・
所
得
状
況
届

の
提
出
は
お
早
め
に

■ 

現
況
届
・
更
新
申
請
の
受
付
時
間
を
次

の
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま

す
。（
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
除
く
）

・
８
月
３
日
㈫　

本
庁

・
８
月
５
日
㈭　

本
庁
・
各
支
所

■ 

現
況
届
・
更
新
申
請
の
受
付
時
間
を
次

の
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま

す
。（
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
除
く
）

・
８
月
３
日
㈫　

本
庁

・
８
月
５
日
㈭　

本
庁
・
各
支
所

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
福
祉
制
度

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
福
祉
制
度
に
は
、
子
ど
も
手
当
や
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出
や

更
新
の
手
続
き
が
必
要
な
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
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次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
の
整

備
や
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
17
年
度
に
前
期
計
画
を
、

今
年
度
は
平
成
26
年
度
に
向
け

た
後
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

実
施
状
況
は
、
毎
年
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
今

回
は
平
成
21
年
度
の
主
な
実
施

事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

〔
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
〕

・�

神
林
地
区
の
平
林
保
育
園
と
塩
谷

保
育
園
を
統
合
し
、平
成
21
年
５
月

１
日「
み
の
り
保
育
園
」を
開
園
し

ま
し
た
。定
員
は
１
２
０
人
で
す
。

・�

一
時
保
育
の
実
施
園
を
４
園
か

ら
、
神
林
地
区
の
「
み
の
り
保
育

園
」
と
朝
日
地
区
の
「
高
南
保
育

園
」で
実
施
し
、合
計
６
園
で
実
施

し
ま
し
た
。
延
べ
１
２
０
０
人
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
〕

・�

平
成
20
年
度
か
ら
５
地
区
す
べ
て

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、平
成
21
年
度
は
、延
べ
２
万
６

０
０
０
人（
１
万
２
０
０
０
組
）が

利
用
し
ま
し
た
。ま
た
、村
上
地
区

の
児
童
館
の
利
用
は
、
延
べ
１
万

１
０
０
０
人（
５
０
０
０
組
）で
し

た
。

　〔
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
学
童
保
育
所
）〕

・�

平
成
20
年
度
か
ら
５
地
区
す
べ
て

に
学
童
保
育
所
を
開
設
し
、
全
部

で
12
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

21
年
４
月
１
日
の
利
用
登
録
児
童

数
は
３
２
６
人
、
延
べ
利
用
者
数

は
５
万
４
０
０
０
人
で
し
た
。

　
母
性
な
ら
び
に
乳
児
お
よ
び
幼

児
等
の
健
康
の
確
保
と
増
進

〔
妊
婦
健
診
の
受
診
費
一
部
公
費

負
担
〕

・�

平
成
21
年
度
か
ら
妊
婦
健
診
の
受

診
費
の
公
費
負
担
を
５
回
か
ら
14

回
に
拡
充
し
、
安
心
・
安
全
な
出

産
の
支
援
を
図
り
ま
し
た
。

〔「
食
育
」の
推
進
〕

・�

平
成
21
年
度
か
ら
、
各
保
育
園
の

給
食
は
、
地
元
産
米
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

�

ま
た
、保
育
園
や
学
校
、地
域
で
い

ろ
い
ろ
な
食
育
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〔
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
〕

・�

平
成
21
年
９
月
１
日
か
ら
３
人
以

上
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
に

対
し
、
通
院
の
医
療
費
を
小
学
校

３
年
生
ま
で
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き

め
細
や
か
な
取
り
組
み
の
推
進

・�

平
成
20
年
度
か
ら
家
庭
児
童
相
談

員
を
２
人
に
増
員
し
、
児
童
を
取

り
巻
く
家
庭
の
問
題
や
Ｄ
Ｖ
な
ど

に
関
す
る
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
21
年
度
に
相
談
を

行
っ
た
実
人
数
は
１
１
９
人
で
し

た
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
瀬
波
児
童
館

の
開
設
や
特
定
不
妊
費
助
成
事

業
、
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
医
療

費
を
小
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充

す
る
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
も
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
と
親
自

身
の
育
ち
を
支
援
し
、
計
画
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
３
）

子
育
て
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

《
平
成
21
年
度
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
実
施
状
況
》
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今
年
度
の
地
域
審
議
会
は
、
４
回
開

催
す
る
予
定
で
す
。
会
議
の
内
容
な
ど

は
、そ
の
都
度
、市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
審
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
会
場
な
ど
を
お

問
い
合
せ
の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
３
３
２
、３
３
３
）

　

�

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振

興
係

　

市
で
は
、
合
併
後
の
地

域
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
発

展
す
る
こ
と
と
、
公
平
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

さ
せ
る
た
め
、
平
成
20
年

度
か
ら
「
地
域
審
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
審
議
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
60
人
の
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
は
、
旧
市
町
村
の
区
域

ご
と
の
５
地
区
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
12

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
は
２
年
で
、自
治
組
織
、

各
産
業
団
体
、教
育
・
文
化
・
福
祉
・
衛

生
・
医
療
・
環
境
保
護
の
各
分
野
の

方
々
の
中
か
ら
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

山　　　北　　　地　　　区

会
長

　

佐
藤　

勝
敏

副
会
長

　

富
樫　

保
晴

委
員

　

冨
樫　

幸
生

　

佐
藤　

庄
平

　

佐
藤　
　

均

　

平
方　

一
生

　

富
樫　

榮
晴

　

佐
藤　

貞
榮

　

富
樫　

賢
一

　

初
野　

弥
一

　

齋
藤　

寅
二

　

國
井
千
壽
子

朝　　　日　　　地　　　区

会
長

　

横
井　

昌
平

副
会
長

　

横
井　

栄
子

委
員

　

島
田　
　

好

　

大
滝　

由
博

　

本
間　

英
三

　

松
田　

侯
夫

　

本
間　

裕
一

　

遠
山　

政
好

　

井
上　
　

正

　

菅
原
美
優
子

　

志
田　

光
弘

　

五
十
嵐
孝
佐

神　　　林　　　地　　　区

会
長

　

三
浦　

公
平

副
会
長

　

大
嶋　

芳
美

委
員

　

岩
浅　
　

孝

　

石
田　

フ
ミ

　

近　
　

秀
一

　

鈴
木　

誠
兒

　

小
野　
　

篤

　

小
田
美
千
子

　

渡
辺　

優
子

　

岸　
　

愛
子

　

小
池
知
恵
蔵

　

横
山　

一
巳

荒　　　川　　　地　　　区

会
長

　

会
田　

健
次

副
会
長

　

松
田　

昭
平

委
員

　

山
田
俊
治
郎

　

田
島　
　

勉

　

小
川　
　

巖

　

片
岡　
　

弘

　

石
山　

忠
一

　

信
田
瑠
美
子

　

渡
辺　

悦
子

　

石
山　
　

健

　

山
崎
キ
イ
子

　

鈴
木　
　

薫

村　　　上　　　地　　　区

会
長

　

佐
藤　

久
也

副
会
長

　

佐
藤　

利
和

委
員

　

板
垣　

藤
生

　

横
山　

昭
夫

　

當
摩　
　

豊

　

吉
田　

雅
博

　

木
村　
　

徹

　

佐
々
木
綾
子

　

佐
藤　

芳
男

　

佐
藤　
　

忠

　

高
橋　

邦
丕

　

村
山　

優
子

地域審議会委員（順不同、敬称略）
任期　平成24年３月31日まで

地域審議会の新委員が決まりました
地域の均衡ある発展を目指して

　

平
成
20
年
度
の
地
域
審
議
会
は
、
市

長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
「
市
総
合
計
画
に

向
け
た
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
方
向
（
合
併
市
町
村
基
本
計
画
上
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
市

長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
21
年
度
は
、今
後
の
村
上

市
の
地
域
活
性
化
の
方
向
性
に
つ
い
て

議
論
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。（
地
域
審
議
会
の
開
催
状
況
や
議

事
録
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
）

山北地区

朝日地区

村上地区

神林地区

荒川地区
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■自己負担限度額（月額）

所得区分
外来（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）※１

現役並み所得者 44,400円 80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％※２

一般 12,000円 44,400円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ 8,000円 24,600円

区分Ⅰ 8,000円 15,000円

※１�「世帯単位」とは、後期高齢者医療制度の加入者のみを対
象とします

※２�　過去12か月以内に限度額を超えた支給が４回以上あっ
た場合、４回目以降は44,400円となります

■入院時食事代の自己負担額（１食当たり）

現役並み所得者・一般 260円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ
90日までの入院 210円

過去12か月で90日を
超える入院

160円

区分Ⅰ 100円

■食費・居住費の自己負担額

１食当たり
の食費

１日当たり
の居住費

現役並み所得者・一般 460円※3 320円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ 210円　 320円

区分Ⅰ 130円　 320円

老齢福祉年金受
給者

100円　 ０円

※３　一部医療機関では420円

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　

１
か
月
（
同
じ
月
内
）
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
左
表
の
限
度
額
を
超
え
た

場
合
は
、申
請
に
よ
り
限
度
額
を
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、
後
日
、
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
支
給
申
請
案
内

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

１
回
申
請
す
る
と
、
２
回
目
以
降
の
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

75
歳
の
誕
生
月
は
、
加
入
前
の
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自
己
負
担
限
度

額
が
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
る
た
め
、
自
己
負

担
額
が
２
倍
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
自
己
負

担
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
と
な
り

ま
す

入
院
し
た
と
き

　

入
院
し
た
と
き
は
、高
額
な
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
に
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
自
己

負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、医
療
機
関

の
窓
口
で
の
支
払
額
は
一
定
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

■
入
院
時
の
医
療
費（
月
単
位
）

　

か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
（
現
役
並
み
所
得

者
は
３
割
）ま
た
は
、左
上
の
表「
自
己
負
担
限

度
額（
月
額
）」の
世
帯
単
位
の
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
差

額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
の
保
険
の
効
か
な
い
費
用

は
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
入
院
時
の
食
事
代

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、定
め
ら
れ
た

費
用
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合

　

療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
は
、介
護
保
険

で
入
院
し
て
い
る
人
と
の
負
担
の
均
衡
を
図

る
た
め
、食
費
と
居
住
費
の
一
部
が
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
療
養
病
床
に
入
院
し
て

い
る
人
で
、
入
院
医
療
の
必
要
性
が
高
い
場
合

は
、入
院
時
食
事
療
養
費
と
同
額
の
負
担
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
認
定
証
の
対
象
者
は
申
請
を

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
「
区
分

」「
区
分

」

の
人
は
、入
院
の
際
に「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
と
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
保
険
証
・
印
鑑

※�「
区
分

」
の
人
で
長
期
入
院
該
当
の
場
合

（
申
請
月
以
前
１
年
以
内
で
の
入
院
日
数
が

90
日
を
超
え
た
場
合
）
は
、
病
院
が
発
行
す

る
領
収
書
な
ど
、
入
院
日
数
の
分
か
る
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
５
、２
５
６
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
の
支
給
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　在宅の障がい者や児童に対し手当が支給されます。この手当は身体障害者手帳や療育手帳などがなくても

申請できますが、障がいの状態によっては支給対象とならない場合があります。

特別障害者手当 障害児福祉手当

受給できる人 　20歳以上であって、精神または身体に著
しい重度の障がいがあり、日常生活におい
て常時特別の介護を必要とする人

　20歳未満であって、精神または身体に著
しい重度の障がいがあり、日常生活におい
て常時介護を必要とする児童

受給資格がなく
なるとき

①施設に入所したとき
②�病院または診療所に継続して３か月を超
えて入院したとき

施設に入所したとき

支給額 月額26,440円 月額14,380円

支給月 ２月・５月・８月・11月 ２月・５月・８月・11月

必要なもの ・特別障害者手当認定請求書
・所得状況届
・医師の診断書（指定様式）
・世帯全員の住民票
・年金などの証書
・前年の年金などの金額が分かるもの
・本人名義の預金通帳

・障害児福祉手当認定請求書
・所得状況届
・医師の診断書（指定様式）
・世帯全員の住民票
・本人名義の預金通帳

所得制限 　受給者もしくはその配偶者または、その扶養義務者の前年の所得が一定額以上の場
合、その年の８月から翌年の７月までの間は支給停止となります。

●問い合わせ　社会福祉課障害福祉係　☎53－2111（内線245、247）または各支所地域福祉課

特別障害者・障害児福祉手当

更
新
の
手
続
き
が
必
要
な
人

■ 

す
で
に
入
院
し
て
い
て
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
８
月
か
ら
も
引
き
続
き
入
院
さ
れ
て
い

て
、
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
更
新
の
手
続
き

を
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
を
し
た
月
の
１
日
か
ら
有
効
の
認
定

証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。８
月
分
か
ら
の
限
度
額

の
適
用
を
受
け
た
い
場
合
は
、
８
月
31
日
ま
で

に
必
ず
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
国
民
健
康
保
険
証　

・
認
印

　

・�

領
収
書（
90
日
以
上
入
院
し
て
い
る
場
合
）

■ 

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
90
日
以
上
入
院

し
て
い
る
人

　

入
院
日
数
が
90
日
以
上
に
な
る
と
、長
期
入

院
の
該
当
と
な
り
、入
院
中
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。長
期
入
院
の
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、領
収
書
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

世
帯
で
税
金（
所
得
税
・
住
民
税
）の
申
告
を
し

て
い
な
い
人
が
い
る
と
、所
得
区
分
が「
上
位

所
得
者
」の
認
定
と
な
り
ま
す
。必
ず
申
告
を

済
ま
せ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

認
定
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
た
め
、
更
新
が
必
要
で
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　

減
額
認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険

　

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。入
院
の
際
、医
療
機
関
の
窓
口
で

認
定
証
を
提
示
す
る
と
、自
己
負
担
額
ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
人
が
、入
院
す
る
場
合
は
、所
得
区
分
に
よ
り
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
適
用
さ

れ
る
認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。毎
年
８
月
か
ら
の
所
得
区
分
に
つ
い
て
は
、見
直
し
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、70
歳
以
上
の
人
が
、入
院
す
る
場
合
は
、住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
場
合
の
み
、認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
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　取り引きや証明に使用する計量器（はかり）の定期検査を行います。検査を受けていない計量器を使用す

ると、計量法で罰せられることがありますので、必ず検査を受けましょう。

検査実施の区域 検　査　日 受　付　時　間 検査会場

荒川地域
８月　　

31日㈫
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

荒川支所

朝日地域
９月　　

１日㈬

午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

朝日総合体育館

神林地域 ２日㈭
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

神林農村環境改善センター

村
上
地
域

岩船地区 ３日㈮
午前９時～11時30分
午後１時～２時30分

岩船連絡所

山
北
地
域

八幡地区１ ６日㈪ 午後１時～３時30分 新潟漁業協同組合山北支所

下海府地区１
７日㈫

午前９時～11時30分 寒川生活改善センター

下海府地区２ 午後１時30分～３時30分 桑川水産物荷捌所

八幡地区２ ８日㈬
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

新潟漁業協同組合山北支所

大川谷、中俣、黒川俣地区 ９日㈭
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

さんぽく会館

村　

上　

地　

域

村上地区１ 10日㈮
午前９時～11時30分
午後１時～２時30分

村上体育館

村上地区２ 13日㈪ 午後１時～３時30分

村上地区３ 14日㈫
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

村上地区４

山辺里地区
15日㈬

午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

村上地区５ 16日㈭
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

瀬波地区

上海府地区
17日㈮

午前９時～11時30分
午後１時～２時30分

勤労青少年ホーム

●問い合わせ　商工観光課商工振興係　☎53－2111（内線353）または各支所産業課

はかり検査を受けましょう



11　　2010.8.1

お役立ち　

くらしの情報⑪
●問い合わせ

村上市消費生活センター
☎53－2111（内線287）

～「貸金業法」が６月18日から
大きく変わりました～

貸金業法とは消費者金融などの貸金業者の業務などについて規制する法律です。

改正のおもなポイント

総量規制　借り過ぎ・貸し過ぎの防止

● 借入総額が「年収の３分の１」を超える場合、新規の借り入れができなくなりました。

・�消費者金融会社からの借り入れやクレジットカードからのキャッシングが対象にな
ります。なお、銀行や信用金庫、信用組合、労働金庫などからの借り入れは、この

制限がありません。

●借り入れの際に年収を証明する書類が基本的に必要になりました。

・�専業主婦（主夫）は、配偶者の年収を証明する書類や配偶者の同意書などが必要
です。個別の取り扱いについては、取引先の貸金業者に問い合わせてください。

上限金利の引き下げ

●法律上の上限金利が29.2％から借入金額に応じて15％～20％に引き下げられました。

・�新たな借り入れの上限金利は利息制限法に基づき、借入金額10万円未満は年20％、10万円以上100万未満
は18％、100万円以上は15％となりました。
※�法律の詳しい内容は、金融庁のホームページをご覧いただくか、新潟財務事務所理財第１課（☎025－229
－2652）までお問い合わせください

こんな手口に気をつけて
○ヤミ金融（無登録の業者など）からは絶対に借りないでください。

・�「低金利で融資」、「他店で断られた人でもＯＫ」などと電話、チラシ、ダイレクト
メールで勧誘し、契約書を渡さず融資を行い、違法な高金利の利息などを脅迫的に

請求してきます。そのほかの手口もありますのでご注意ください。

○クレジットカードショッピング枠の「現金化」の誘いに注意！

・最近、インターネットや新聞・雑誌などで広告が掲載されていることがあります。

・�「クレジットカードショッピング枠の現金化」とは、本来、商品やサービスを後払
いするために設定されている「ショッピング」の利用可能枠を換金する目的で利用

することです。クレジットカード会社はこれらの行為を認めていません。絶対に行

わないでください。

借入れや返済のお悩みは、お早目に相談を
「借りられない」、「借金が返せない」などで困った場合は、あわてないで問い合わせてください。相談窓口

の連絡先のご案内などのお手伝いをします。（秘密は厳守します）

問い合わせ先 電話番号 FAX番号

村上市消費生活センター（生活人権室） ☎53－2111（内線287） ☎52－1884

荒川支所市民生活課（市民生活係） ☎62－3101（内線115） ☎62－5272

神林支所市民生活課（市民生活係） ☎66－6111（有線5022） ☎66－6110

朝日支所市民生活課（市民生活係） ☎72－6885 ☎72－0328

山北支所市民生活課（市民生活係） ☎77－3112 ☎77－2217

消費者ホットライン（土・日曜日） ☎0570－064－370　※IP電話などからは利用できません
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる
ように上記イラストを掲載しています

　

６
月
24
日
㈭
、神
林
総
合
体
育
館
を
会
場
に

長
寿
大
学
第
３
回
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
会
の
テ
ー
マ
は
、交
通
安
全
。村

上
警
察
署
小
泉
交
通
課
長
か
ら
の
講
話
の
後
、新

潟
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。な

か
な
か
聴
く
機
会
の
少
な
い
県
警
音
楽
隊
の
演

奏
を
聴
く
た
め
、長
寿
大
学
生
の
ほ
か
、神
納
小

学
校
や
西
神
納
小
学
校
の
児
童
な
ど
も
参
加
し
、

約
４
０
０
人
が
演
奏
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
演
奏
に
訪
れ
た
県
警
音
楽
隊
に
、

村
上
市
出
身
者
が
２
人
い
る
こ
と
を
紹
介
さ

れ
る
と
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。演
奏
を
聴
い
た
学
生
は「
今
日
は
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
と
踊
り
を
見
せ
て
も
ら
っ

て
楽
し
い
一
日
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

長
寿
大
学
学
習
会

かみはやし

　

６
月
26
日
㈯
、
旧
高
根
小
学
校
で
が
ん
ば
る
お
父

さ
ん
と
子
ど
も
の
講
座
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
石

窯
ピ
ザ
作
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。多
数
の
応
募
の
中

か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
15
組
の
親
子
34
人
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
忙
し
い
お
父
さ
ん
と
楽
し
い
休
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
作
り
で
は
、
設
計
図
を
書
い

た
り
、初
め
か
ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
組
み
立
て
た
り
、作

り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
ど
の
親
子
も
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
日
か
け
て
個

性
あ
ふ
れ
る
ハ
ウ
ス
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
飯
に
は
、
ハ
ウ
ス
作
り
の
合
間
に
生
地
か

ら
作
っ
て
石
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。富
樫
蓮れ

ん

太た

く
ん（
肴
町
）は
、ア
ツ
ア
ツ
の
ピ
ザ
を

ほ
お
ば
り
、「
モ
チ
モ
チ
し
て
お
い
し
い
」
と
チ
ー
ズ

を
伸
ば
し
な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。

将
来
は
建
築
士
？
大
工
？

あさひ

　

６
月
25
日
㈮
、
村
上
小
学
校
図
書
室
に
市
中
央
図

書
館
の
司
書
が
伺
い
、
本
の
修
繕
講
習
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
傷
み
が
激
し
く
な
っ
た
本
を
修
繕
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で

も
ら
い
た
い
と
、
学
校
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
五
十
嵐
か
を
り
さ
ん
た
ち
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ

た「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
活
動
で
す
。

　

講
習
会
で
は
本
か
ら
は
が
れ
た
ペ
ー
ジ
や
裂
け
た

ペ
ー
ジ
の
直
し
方
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
か
け
方
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
実
際
に
本
を
修
繕
し
な
が
ら
の
実
践

的
な
講
習
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
澤
渡
郁ふ

み

哉や

く
ん
の
お
母
さ
ん
は
「
う
ち

の
子
も
お
世
話
に
な
っ
た
本
で
す
か
ら
、
感
謝
の
気

持
ち
を
も
っ
て
直
し
に
き
ま
し
た
」
と
修
繕
の
コ
ツ

を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

村
上
小
学
校

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

むらかみ
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７
月
４
日
㈰
、
朝
日
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
を
皮
切
り
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
３
種
目
競
技
）

に
１
種
目
を
加
え
、
合
計
４
種
目
の
総
合
ポ
イ
ン
ト

で
競
い
ま
す
。
残
り
３
種
目
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ス
ポ
レ
ッ
ク
、
綱
引
き
）
は
、
胎
内
市
や
関
川
村
、

神
林
地
区
で
行
わ
れ
、
４
種
目
す
べ
て
参
加
し
な
く

て
も
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
が
優
勝

の
栄
冠
を
手
に
し
ま
す
。

　

こ
の
日
に
行
わ
れ
た
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
で
構
成

さ
れ
た
23
チ
ー
ム
が
参
加
し
、「
勝
負
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
柔
ら
か
く
ど

こ
に
飛
ん
で
行
く
か
分
か
ら
な
い
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て

　
　
　
　

目
指
せ
優
勝
！

あさひ

　

６
月
29
日
㈫
、
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
山
北
中
学
校
と
さ
ん
ぽ
く
北
小
学
校
、
さ

ん
ぽ
く
南
小
学
校
の
３
校
が
合
同
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
北
地
区
の
３
校
が
合
同
で
実
施
す
る
の

は
初
め
て
の
試
み
で
、
中
学
生
と
小
学
生
が

混
合
で
案
を
作
り
、
班
ご
と
に
自
己
紹
介
を

し
た
後
、
一
斉
に
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。約
１
時
間
、交
流
を
深
め
な
が
ら
ご
み
を

集
め
、
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
た
河

川
・
海
岸
に
愛
着
を
覚
え
た
よ
う
で
し
た
。

　

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
通
し
て
心
の
豊
か
な

生
徒
・
児
童
を
育
て
よ
う
」
と
行
わ
れ
た
今

回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
。
作
業
後
の
閉
会
式
で

の「
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
、山

北
の
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
生

徒
の
言
葉
か
ら
は
、
山
北
と
自
然
を
大
切
に

想
う
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
切
に
し
た
い
自
然
へ
の
想
い

「
３
校
合
同
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

さんぽく

　

６
月
27
日
㈰
、
荒
川
地
区
公
民
館
で
文
化

協
会
主
催
の
芸
能
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

民
謡
や
社
交
ダ
ン
ス
、コ
ー
ラ
ス
な
ど
、地

区
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
皆
さ
ん

が
次
々
に
素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
、
会

場
に
集
ま
っ
た
４
０
０
人
以
上
の
人
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
ン
ス
は
迫
力
満
点

で
、司
会
者
か
ら
は「
客
席
の
皆
さ
ん
も
二
十

歳
く
ら
い
に
若
返
っ
た
の
で
は
」と
の
声
。

　

荒
川
地
区
文
化
協
会
の
片
岡
弘
会
長
は
、

「
こ
の
催
し
も
今
年
で
14
回
目
を
数
え
、今
で

は
地
域
を
結
び
つ
け
る
大
切
な
場
と
な
っ
て

い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

う
い
う
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

荒
川
地
区
芸
能
ま
つ
り

あらかわ

　

７
月
１
日
㈭
、三
面
川
や
高
根
川
で
例
年
よ
り
４
日

早
く「
鮎
の
解
禁
日
」を
迎
え
ま
し
た
。

　

６
月
末
か
ら
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
、水
量
が
多
く

な
っ
た
三
面
川
は
濁
り
が
ひ
ど
く
、水
温
も
低
か
っ
た

た
め
、「
今
日
は
だ
め
だ
な
」と
釣
り
人
は
残
念
そ
う
に

川
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

比
較
的
水
が
澄
ん
で
い
た
高
根
川
で
は
、数
人
の
釣

り
人
が
糸
を
垂
ら
し
、友
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。横
浜
か
ら
来
た
釣
り
人
は「
今
日

は
全
然
ダ
メ
、釣
れ
な
い
な
」と
話
し
な
が
ら
も
、あ
き

ら
め
ず
に
何
度
も
竿
を
振
っ
て
解
禁
初
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
が
明
け
て
、水
温
が
上
が
っ
て
く
る
と
本
格
的

に
鮎
釣
り
が
楽
し
め
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

鮎
釣
り
の
季
節
到
来
！

あさひ
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羽
黒
神
社
の
例
祭
、村
上
大
祭
が
７
月
６
日
㈫
、７

日
㈬
に
行
わ
れ
、
絢
欄
豪
華
な
19
台
の
し
ゃ
ぎ
り
屋

台
が
村
上
地
区
旧
町
人
町
を
巡
行
。
こ
の
祭
り
を
見

よ
う
と
大
勢
の
観
客
が
見
物
に
訪
れ
、
歴
史
あ
ふ
れ

る
祭
り
行
事
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
で
建
造
２
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
、最

も
古
い
し
ゃ
ぎ
り
屋
台
の
肴
町
で
は
、
６
日
に
記
念

祝
賀
行
事
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、町
内
各
所
で
の

奉
納
の
お
囃は

や

し
や
も
ち
ま
き
、祝
賀
会
な
ど
を
行
い
、

町
内
を
挙
げ
て
こ
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
町
の
桑
原
区
長
は
、「
我
が
町
内
は
、
屋
台
を
中

心
に
町
内
の
和
を
保
っ
て
き
た
。
こ
の
祝
賀
会
も
若

い
人
た
ち
が
計
画
し
て
く
れ
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
参

加
し
て
く
れ
た
。ま
た
、２
５
０
年
目
の
記
念
す
べ
き

節
目
に
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
感
慨
深
く

話
し
ま
し
た
。

屋
台
建
造
２
５
０
年

　

肴
町
で
記
念
祝
賀
行
事

むらかみ

　

７
月
５
日
㈪
山
北
に
じ
い
ろ
保
育
園
で
七

夕
飾
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
に
向
け
て
さ
さ
竹
に
か
け
る
飾
り

や
、短
冊
を
準
備
し
て
い
た
園
児
た
ち
は
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
ぽ
く
に
入
所
し
て
い
る

皆
さ
ん
と
一
緒
に
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
短
冊

が
飾
ら
れ
た
七
夕
飾
り
が
完
成
す
る
と
、
大

き
な
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
の
後
、園
児
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
所
者
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
に

は
、元
気
に
遊
ぶ
園
児
を
見
て
ほ
ほ
笑
む
人
や

園
児
と
話
を
す
る
人
の
姿
が
見
ら
れ
、皆
さ

ん
が
優
し
い
笑
顔
で「
か
わ
い
い
ね
」「
に
ぎ
や

か
で
い
い
ね
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

園
児
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
、

七
夕
の「
織
姫
」と「
彦
星
」の
よ
う
に
触
れ
合

い
、充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

「
七
夕
飾
り
」に
願
い
を
こ
め
て

　

山
北
に
じ
い
ろ
保
育
園

さんぽく

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
「
荒
川
・
子
ど

も
ふ
れ
あ
い
隊
」
と
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
の
協
力
者
の
交
流
会
が
、
７
月
４
日
㈰
、

荒
川
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
50
人
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
の

活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
な
ど
に
つ
い

て
、
熱
心
な
話
し
合
い
や
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち

に
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い

隊
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

に
努
め
た
い
」「
朝
晩
一
緒
に
歩
い
た
り
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
も
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
隊
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

と
な
っ
て
い
る
専
用
の
ベ
ス
ト
を
着
て
、
全

員
で
地
区
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
活
動
に
対
す

る
理
解
と
参
加
協
力
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
は

　
　
　

地
域
で
守
る

　

夏
の
海
の
安
全
祈
願
と
、
海
や
魚
に
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
笹
川
流
れ
海

の
縁
日
」
が
７
月
４
日
㈰
に
桑
川
漁
港
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、漁
船
パ
レ
ー
ド
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
ど
の
催
し
も

大
盛
況
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
の

が
、活
魚
の
つ
か
み
取
り
で
し
た
。こ
れ
に
参
加
で
き

る
の
は
子
ど
も
の
み
で
す
が
、
応
援
す
る
大
人
も
ま

る
で
自
分
が
参
加
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
足
元
を
泳
ぐ
魚
を
追
い
か

け
、見
事
捕
ま
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
海
と
密
着
し
た
生
活
を
営
ん

で
い
る
集
落
な
ら
で
は
の
も
の
で
、
集
落
の
お
も
て

な
し
の
心
が
、
会
場
を
訪
れ
た
人
の
笑
顔
を
作
り
出

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

お
も
て
な
し
の
心
が
作
る

笑
顔

　

「
笹
川
流
れ
海
の
縁
日
」

さんぽく

あらかわ
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７
月
10
日
㈯
、
あ
ら
か
わ
子
ど
も
会
が
長
岡
市
の

県
立
歴
史
博
物
館
と
国
営
越
後
丘
陵
公
園
で
「
自
然

と
歴
史
の
旅
」と
題
し
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
編
み
機
と
硬
い
ひ
も
を

用
い
た「
ア
ン
ギ
ン
編
み
」で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
成
し

ま
し
た
。
前
半
は
子
ど
も
た
ち
が
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
お
互
い
に
教
え
あ
い
、
後
半
は
黙
々
と
作
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。国
営
越
後
丘
陵
公
園
で
は「
ふ
わ
ふ

わ
ド
ー
ム
」
な
ど
の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
公
園
内
で

ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
と
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
み
ん
な
で
頑
張
り
、
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
思
わ
な

か
っ
た
。今
度
は
家
族
と
一
緒
に
行
き
た
い
、ま
た
来

年
も
行
き
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
ら
か
わ
子
ど
も
会

　

「
自
然
と
歴
史
の
旅
」

　

誰
か
と
一
緒
に
過
ご
し
た
い
。
に
ぎ
や
か

な
食
事
を
楽
し
み
た
い
。
一
日
中
家
に
居
る

の
は
寂
し
い
。

　

そ
ん
な
お
年
寄
り
の
要
望
に
応
え
、
楽
し

い
憩
い
の
場
を
増
や
し
た
い
と
、
村
上
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
７
月
14
日
㈬
、
教
育
情
報

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
地
域
の
茶
の
間
立
ち

上
げ
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
新
た
に
茶
の
間
を
開
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
地
域
の
代
表
者
や
、
最
近

開
設
し
た
茶
の
間
の
代
表
者
な
ど
32
人
が
参

加
し
、
ほ
か
の
地
域
の
事
例
発
表
や
茶
の
間

に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
の
具
体
化
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
鈴
木
寅
男
さ
ん
（
殿
岡
）
は
「
殿

岡
で
も
今
年
の
２
月
か
ら
地
域
の
茶
の
間
を

開
設
し
ま
し
た
が
、
今
日
は
よ
そ
の
茶
の
間

の
事
例
を
聞
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を
探
し
に
き
ま

し
た
」
と
熱
心
に
事
例
発
表
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

お
手
伝
い
し
ま
す

　

お
年
寄
り
の

　
　

憩
い
の
場
づ
く
り

むらかみ

　

快
晴
と
な
っ
た
７
月
８
日
㈭
、
荒
川
で
平

林
小
学
校
の
全
校
児
童
99
人
が
、
川
遊
び
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
川
遊
び
は
、
清
流
荒
川
が
す
ぐ
近
く

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川
で
遊
ぶ
機
会

が
減
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
も
っ

と
荒
川
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
目
的
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

早
速
児
童
た
ち
は
、持
参
し
た
水
鉄
砲
や
、

か
じ
か
捕
り
な
ど
を
楽
し
み
、生
徒
の
元
気
で

楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

川
遊
び
を
終
え
、
６
年
生
の
髙
野
光こ

う

佑す
け

く

ん
は「
今
年
の
川
遊
び
で
は
、下
級
生
に
や
さ

し
く
す
る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
。
去
年
よ
り

魚
も
い
っ
ぱ
い
獲
れ
た
し
、
下
級
生
の
面
倒

も
み
る
こ
と
が
で
き
、目
標
が
達
成
で
き
た
」

と
満
足
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
林
小
学
校

清
流
荒
川「
川
遊
び
」

かみはやし

　

７
月
11
日
㈰
、神
林
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
、市

内
外
か
ら
１
３
５
人
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
神
林
総
合
運
動
公
園
内
の
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
体
育
館
前
の
芝
生
を
使
い
24
ホ
ー
ル
で
競

技
が
行
わ
れ
、広
い
運
動
公
園
が
狭
く
感
じ
る
ほ
ど
、

参
加
者
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
ー
し
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

大
場　

弘
さ
ん（
朝
日
Ｇ
Ｇ
Ａ
）

　

準
優
勝　

佐
藤　

忠
雄
さ
ん（
村
上
Ｇ
Ｇ
Ａ
）

　

第
３
位　

奥
村　

孝
司
さ
ん（
村
上
Ｇ
Ｇ
Ａ
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

木
村　

昌
子
さ
ん（
村
上
Ｇ
Ｇ
Ａ
）

　

準
優
勝　

板
垣　

嘉
津
枝
さ
ん（
村
上
Ｇ
Ｇ
Ａ
）

　

第
３
位　

稲
葉　

久
子
さ
ん（
村
上
Ｇ
Ｇ
Ａ
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

かみはやし
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認 知 症
～認知症の診断と治療～

　認知症は、原因によっては回復や進行を遅らせることができます。そのためには早期に受診し、診断を受

けることが重要です。受診は専門の医療機関をお勧めしますが、「どうしても行きにくい」という場合は、か

かりつけの医師に相談し、必要に応じて紹介していただくこともできます。

■認知症の治療

　アルツハイマー型の認知症の場合は、薬で進行を遅らせることができ、早く使い始めると健康な時間を長

くすることができます。そうすることで、生活するうえでのトラブルを減らすことも可能になります。

　脳血管性の認知症の場合は、脳血管障害の再発や、ケガや病気、環境の急激な変化など大きなストレスに

よって進行することが多いので、これらを防ぐことが重要です。

　また、幻覚や妄想、うつなどの精神症状、失禁などの行動上の問題は、脳細胞が壊れたことやその人の素

質、その時々の心理的・環境的な要因がからみ合って起こります。原因や状況に応じて対応する必要があり

ますので、なるべく専門医と相談しましょう。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511 ㈹

【中央図書館新着図書】

◆　鮭のはなし　北越後厨の里（中村直人）

◆　マルガリータ（村
むら

木
き

嵐
らん

）

◆　みみらく遊撃隊（祐
すけ

光
みつ

正
ただし

）

◆　七人の敵がいる（加納朋子）

◆　戻る男（山本甲士）

◆　ＫＡＴＡＮＡ（服
はっ

部
とり

真
ま

澄
すみ

）

◆　ふたりの距離の概算（米
よね

澤
ざわ

穂
ほ

信
のぶ

）

◆　小福歳時記（群ようこ）

◆　七つめの絵の具（いせひでこ）

◆　はじめてのビーズリメイク

◆　世界のビーチ＆リゾート　2011

◆　子どもを生活習慣病にしない食卓

◆　漢方生薬実用事典

○　ねえあそぼ（長野ヒデ子）

○　かんかんかん（のむらさやか）

○　うわーっ（まつおかたつひで）

○　こやぎがめえめえ（田島征三）

○　とりになったきょうりゅうのはなし

○　ちいさな飼育員（延原早紀）

○　ステフィとネッリの物語　全４巻（アニカ・トール）

図書館職員のおすすめ本
中高年のための日本の三千メートル峰

　71歳にして「日本百名山」を踏破した
著者の、体験に基づいた中高年登山者

向けの高山ガイドです。

◆…一般書　○…児童書

包括支援センターだより

その4

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

　次回は「記憶障害の対応について」です。

○　楽しいテープ工作

○　ミラクルあたる！ワクワク手相うらない

夏休みも図書館に行こう

小・中学生の皆さんには
「夏休みコーナー」

　夏休み期間中、中央図書館学習室前のコーナーに、

自由研究や夏休みの読書など、宿題に役立つ本をそ

ろえています。

高校・大学生、帰省中の学生には
「ビジネス支援コーナー」

　中央図書館ビジネス支援コーナーには、就職活動

や社会人のマナーといった就職関連本やハローワー

クの求人情報、県の就職支援情報など、就職活動の

参考になる情報があります。

※�「夏休み」、「ビジネス支援」コーナーの本は通常の本と
同じように借りたり、館内で自由に閲覧したりできます
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ま
芋
で
地
域
の
お
年
寄
り
と
一
緒
に
さ
つ
ま
汁

を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　

直
売
所
の
人
か
ら
地
元
で
採
れ
る
野
菜
の
説

明
を
し
て
も
ら
う「
農
作
物
実
物
体
験
」で
は
、

玉
ね
ぎ
と
ニ
ン
ジ
ン
の
皮
む
き
、「
親
子
食
育
か

る
た
」「
４
つ
の
バ
ラ
ン
ス
お
皿
分
け
体
験
」で
は

取
っ
た
か
る
た
を
色
分
け
し
、ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
の
上
に
の
せ
ま
し
た
。ま
た
、い
た
だ
い
た
野

菜
を
家
に
持
ち
帰
り
、翌
日
に
ど
ん
な
料
理
を

し
て
食
べ
た
か
尋
ね
る
と「
肉
じ
ゃ
が
を
作
っ
て

食
べ
た
よ
」「
野
菜
い
た
め
お
い
し
か
っ
た
」「
カ

レ
ー
の
ニ
ン
ジ
ン
、一
人
で
切
っ
た
よ
」と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
と
き
か
ら
、よ
い
食
習
慣
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
保
育
園
と
家
庭
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
食
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

食
育
だ
よ
り

　

舘
腰
保
育
園
で
は
、今
年
も
４
・
５
歳
児
の
子

ど
も
た
ち
が
畑
に
さ
つ
ま
芋
や
ピ
ー
マ
ン
・
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。今
は
み
ん

な
で
水
や
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。収
穫
し
た
野

菜
は
、給
食
に
使
用
し
、さ
つ
ま
芋
は
蒸
か
し
て

お
や
つ
に
し
ま
す
。

　

食
育
の
取
り
組
み
と
し
て
毎
年
各
ク
ラ
ス
で

お
食
事
会
や
懇
談
会
、三
世
代
交
流
ク
ッ
キ
ン

グ
、生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
給
食
お
楽
し

み
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
食
事
会
で
は
、お
母
さ
ん
に
も
一
緒
に
給
食

を
試
食
し
、子
ど
も
の
食
事
の
様
子
を
見
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。お
母
さ
ん
は「
家
で
は
食
べ
な

い
野
菜
を
頑
張
っ
て
食
べ
て
い
る
の
で
給
食
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」「
き
れ
い
に
食
べ
て

い
る
ん
だ
ね
」と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

三
世
代
交
流
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、掘
っ
た
さ
つ

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

メ
タ
ボ
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
！（
そ
の
１
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ
ボ
）と

は
、生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高
血
圧
、脂
質
異
常

症
）の
発
症
前
の
段
階
で
す
。メ
タ
ボ
の
判
定
基

準
は
、腹
囲
周
囲
径
が
男
性
で
85
㎝
以
上
、女
性

で
は
90
㎝
以
上
で
血
圧
高
値
、血
中
脂
質
異
常
、

高
血
糖
の
う
ち
、２
つ
以
上
が
該
当
す
る
状
態
で

す
。ま
た
、メ
タ
ボ
予
備
群
と
は
、そ
の
い
ず
れ
か

１
つ
が
該
当
す
る
状
態
で
す
。

　

肥
満
、特
に
内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
た
ま
っ

て
、お
な
か
が
出
て
い
る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の

人
は
、血
圧
・
血
糖
・
脂
質
値
に
異
常
を
き
た

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
メ
タ
ボ
度
が
高
い
ほ

ど
、心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
う
命
に
か
か
わ
る

病
気
の
危
険
性
が
急
激
に
高
ま
る
た
め
、メ
タ

ボ
の
改
善
に
は
、内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
な
く
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

市
の
メ
タ
ボ
・
予
備
群
該
当
者
の
割
合
は
、

県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位

　

平
成
20
年
度
の
特
定
健
診
結
果
で
は
、村
上

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、メ
タ
ボ
該

当
者
の
割
合
は
21
％
、
そ
の
予
備
群
が
11
・

５
％
で
、
合
計
で
32
・
５
％
（
県
平
均
27
・

２
％
）を
占
め
て
い
ま
す
。県
内
で
は
、粟
島
浦

村
に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
結
果
で

し
た
。
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
、
メ
タ
ボ
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、運
動
や
食
生
活
の
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
意
欲
の
な
い
人
の
割
合
（
平
成
20
年
度
）

は
高
く
、男
性
が
49
・
７
％
、女
性
が
45
・
５
％

で
し
た
。

　

メ
タ
ボ
や
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
も
、健
康
相
談
や
健
康
教
育
を
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、メ
タ
ボ
の
予
防
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

メタボ・予備群該当者の年齢別順

位とその年齢に占める割合

（平成20年度村上市特定健診結果より）

男性 女性

１位
50～54歳 70～74歳

（48.1％） （28.3％）

２位
70～74歳 65～69歳

（48.0％） （22.3％）

３位
65～69歳 60～64歳

（47.7％） （20.0％）
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Vol.5　「地球にやさしい暮らし」eECOECO くらしくらし
エ コ

イー

カッコ
はじめよう ecology

  economy

大
滝　

希の
ぞ

美み

さ
ん
︹
寒
川
︺

　
　
　

凌り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
く
ん
（
11
か
月
）

　
　
　

姫ひ
め

奈な

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　歩き始めた凌太郎は、いつも

姫奈の後を追いかけて、積み木

にブロック、おままごと、何でも

まねっこばかり。そんな凌太郎

のお世話をするのが大好きな小

さなママの姫奈は、料理も洗濯

もお手の物。２人の元気な声が

みんなを笑顔にしてくれます。

これからも仲良く元気に育って

いってほしいと思っています。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

わが家

宝

の
今回は、

山北地区です

市民の皆さんの環境保全への取り組み
（複数回答）

資源ごみは分別し、リサイクルに協力している 89.4％

食用油や食べかすは排水口から流さないようにしている 87.1％

詰め替え商品やリサイクル品を購入している 84.0％

冷暖房は適正な温度設定にしている 82.3％

不要なものは購入しないようにしている 78.8％

電化製品のスイッチをこまめに消すなど節電に努めている 75.9％

マイバッグを持参し、レジ袋は受け取らないようにしている 40.6％

車のアイドリングストップを行っている 39.8％

「村上市環境基本計画　市民アンケート」より抜粋

　地球温暖化の影響で、世界中では、さまざまな異

常気象が多発し、多くの被害がでているといわれて

います。

　私たちは、真剣に温暖化に立ち向かい、自然と調

和の取れた住みやすい地球を取り戻しましょう。　昨年行った村上市環境基本計画

策定のための、「市民アンケート」

によると、市民の約８割が「異常

気象などの地球温暖化問題」に関

心を持ち、多くの人が普段の生活

の中で、「資源ごみの分別リサイク

ル」、「水質保全」や「エコ商品の

購入」など環境に配慮して行動し

ていることが分かりました。

　しかし、一般的に環境保全への

取り組みが完全に浸透していると

は言いがたい現状です。

　「私だけがやったって…」という

気持ちを捨て、一人ひとりが「で

きることから実行する」ことが大

切です。

　これからの20～30年が勝負で
す。
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印刷　村上印刷株式会社

　７月４日㈰、平成の名水「吉祥清水」で知られる大毎集落
で行われた「名水まつり」の様子です。
　清水を使ったそうめん流しや、着物姿の大毎美人による清
水でいれたお茶のおもてなしなどのほか、大毎の特産品の販
売が行われました。また、同日開催のスローフードフェスタ
では、集落で昔から食べられてきた郷土料理が「名水御膳」
として提供されました。
　まつりを知らず吉祥清水を求めて訪れた人もにぎわう様
子に誘われ、おいしいお茶やそうめん流しでひとときの涼を
楽しんでいました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
uお祭りなどのにぎやかなイベントを取材す

ると残念に思うことがあります。それは、写

真では音や音楽を伝えられないこと。７月の

村上大祭では、心地よいお囃
はやし

子の音色を聞き

ながらウキウキした気分で取材してきました

が、撮影した写真だけでは何か物足りない感

じがします。u８月15日には朝日みどりの里

で薪
たきぎのう

能が予定されています。この行事も写真

や文章では伝えきれない雰囲気を持ってい

ます。ぜひ一度、実物を見に行ってみません

か。誉○�

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

村
上
七
夕
祭
り
は
、
毎
年
８
月
16
・
17
日
に
村

上
地
区
旧
町
人
町
で
行
わ
れ
る
年
中
行
事
で
す
。

　

こ
の
祭
り
は
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
笛
と
太
鼓
を

奏
で
な
が
ら
、
19
町
内
の
七
夕
屋
台
を
に
ぎ
や
か

に
曳
き
回
し
、
家
々
の
前
な
ど
で
「
商
売
繁
盛
、
家

内
安
全
、悪
魔
払
い
」を
祈
願
し
て
獅
子
舞
を
舞
う

も
の
で
す
。

　

７
月
下
旬
に
な
る
と
、
若
衆
が
中
心
と
な
っ
て

各
町
内
に
伝
わ
る
獅
子
舞
、笛
、太
鼓
の
稽け
い

古こ

が
始

ま
り
ま
す
。

　

七
夕
屋
台
に
は
、
願
い
ご
と
が
書
か
れ
た
短
冊

を
結
ん
だ
竹
、
各
町
内
が
趣
向
を
こ
ら
し
た
歌
舞

伎
や
芝
居
の
名
場
面
を
き
り
と
っ
た
押
絵
の
雪ぼ
ん

洞ぼ
り

な
ど
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　

獅
子
舞
に
は
「
二
頭
獅
子
」
、「
玉

取
り
獅
子
」
、「
立
ち
舞
獅
子
」
な
ど

の
種
類
が
あ
り
、
町
内
ご
と
に
異

な
る
舞
を
演
じ
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
若
衆
ま
で
男
女
を
問

わ
ず
参
加
す
る
村
上
の
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
伝
統
の
七
夕
祭
り
。
熱

気
あ
ふ
れ
る
若
者
の
祭
り
を
団う
ち
わ扇

片
手
に
ぜ
ひ
見
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
企
画
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
３
５
１
、３
５
２
）




